
日
本
溶
接
協
会
マ
イ
ス
タ
ー

溶
接
界
へ
の
恩
返
し

後
進
の
指
導
に
注
力

正
興
産
業（
北
海
道
）　
村
田
浩
司
氏

村田氏は年代から
「後進の溶接士の指導に
注力するようになった」
という

溶接の指導に際して、生徒に語りかける村田氏（左
から２人目）

　
「
キ
ャ
リ
ア
の
全
て
が

溶
接
と
向
き
合
っ
た
時

間
」
と
話
す
の
は
６
月


日
、
日
本
溶
接
協
会
が
開

催
し
た
定
時
総
会
の
席

上
、
「
日
本
溶
接
協
会
マ

イ
ス
タ
ー
」
に
認
定
さ
れ

た
正
興
産
業
（
北
海
道
苫

小
牧
市
）
の
村
田
浩
司
氏

だ
。
村
田
氏
は
、
全
国
溶

接
技
術
競
技
会
で
入
賞
し

た
実
績
と
、
「
企
業
の
垣

根
を
越
え
て
溶
接
指
導
に

あ
た
っ
た
こ
と
」
が
評
価

さ
れ
、
マ
イ
ス
タ
ー
と
し

て
推
薦
さ
れ
た
。
北
海
道

苫
小
牧
市
に
新
た
に
誕
生

し
た
マ
イ
ス
タ
ー
に
、
溶

接
士
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、

話
を
聞
い
た
。

　
◇

　
私
の
キ
ャ
リ
ア
は
明
快

で
、
１
９
９
１
年
に
溶
接

士
に
な
り
、
現
在
ま
で
の


年
間
は
全
て
溶
接
と
向

き
合
っ
て
き
た
。
今
回
、

過
去
の
実
績
が
評
価
さ

れ
、
日
本
溶
接
協
会
マ
イ

ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
は
、
「
溶
接
技
能
に
捧

げ
た
人
生
が
認
め
ら
れ

た
」
よ
う
で
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
う
。

　
溶
接
士
と
し
て
腕
を
磨

い
た
の
は
、
自
宅
近
隣
の

Ｈ
グ
レ
ー
ド
鉄
骨
フ
ァ
ブ

リ
ケ
ー
タ
ー
に
入
社
し
て

か
ら
。
当
時
は
現
在
と
比

べ
る
と
、
道
内
の
新
規
物

件
数
が
豊
富
だ
っ
た
た

め
、

㍉
前
後
の
厚
板
鋼

板
を
、
被
覆
ア
ー
ク
溶
接

や
半
自
動
溶
接
で
接
合
し

て
い
く
経
験
を
積
む
こ
と

に
事
欠
く
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　
そ
し
て
、

年
度
の
北

海
道
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
半

自
動
溶
接
の
部
を
制
し
、

全
国
競
技
会
で
入
賞
し
て

か
ら
が
、
指
導
者
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
の
始
ま
り

だ
。

　
２
０
０
０
年
代
に
な
る

と
、
国
内
で
は
溶
接
士
不

足
が
深
刻
化
し
て
き
た
た

め
、
私
は
「
後
進
の
溶
接

士
の
指
導
」
に
注
力
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
自
社
の

溶
接
士
を
約

人
指
導

し
、

年
に
は
苫
小
牧
溶

接
協
会
の
事
務
局
長
、


年
に
は
苫
小
牧
溶
接
協
会

副
会
長
に
就
任
し
た
。

　
近
隣
の
溶
接
事
業
所
と

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
な

が
ら
、
国
策
で
あ
る
「
氷

河
期
世
代
の
支
援
」
の
一

貫
と
し
て
「
短
期
溶
接
資

格
等
修
得
コ
ー
ス
」
の
講

師
を
担
当
し
、
年
に
は
、

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
全
国
大
会
に
出
場

す
る
近
隣
の
工
業
高
校
の

生
徒
・
教
諭
に
溶
接
を
指

導
し
た
。
今
ま
で
に
溶
接

技
能
を
指
導
し
た
生
徒
は

１
０
０
人
を
超
え
る
だ
ろ

う
。

　
溶
接
指
導
を
繰
り
返
す

う
ち
に
、
「
溶
接
は
向
き

不
向
き
は
あ
れ
ど
、
前
向

き
な
姿
勢
は
持
ち
前
の
セ

ン
ス
を
簡
単
に
し
の
ぐ
」

と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
工
業
高
校

卒
業
生
は
、
卒
業
と
同
時

に
一
定
の
技
術
・
技
能
・

知
識
が
備
わ
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
が
、
溶
接
未
経

験
の
氷
河
期
世
代
で
も
、

十
分
に
溶
接
士
と
し
て
活

躍
で
き
る
レ
ベ
ル
に
成
長

で
き
る
。

　
氷
河
期
世
代
へ
の
指
導

の
場
面
で
、
「
溶
接
は
ア

ー
ク
光
に
目
が
い
き
が
ち

に
な
る
が
、
光
っ
て
い
な

い
場
面
で
起
き
て
い
る
現

象
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
大
切
だ
」
と
教
え
る

と
、
一
人
の
生
徒
が
、
作

業
中
に
手
が
震
え
な
い
姿

勢
を
学
ぶ
た
め
に
、
遠
く

か
ら
作
業
姿
勢
を
観
察
す

る
と
い
う
独
自
の
工
夫
を

し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ

っ
た
。

　
そ
の
生
徒
は
日
に
日
に

溶
接
技
能
が
向
上
し
、
溶

接
士
と
な
っ
た
。
ま
た
、

氷
河
期
世
代
は
４
分
の
１

が
女
性
だ
っ
た
た
め
、

「
溶
接
士
と
し
て
活
躍
し

た
い
女
性
」
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
も
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
溶
接
は
「
手
に
職
」
で

あ
り
「
就
職
率
が
極
め
て

高
い
技
能
」
で
あ
る
。
先

行
き
不
安
定
な
景
況
の
時

こ
そ
、
魅
力
を
最
大
化
で

き
る
。
私
は
「
溶
接
士
に

興
味
を
持
つ
人
を
増
や
す

取
り
組
み
は
大
切
だ
が
、

既
に
溶
接
士
を
志
望
し
て

い
る
人
を
、
し
っ
か
り
と

受
け
入
れ
る
準
備
が
大
切

だ
」
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

年
、
私
は
一
念
発
起

し
て
、
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ

ー
を
退
職
し
、
現
在
は
正

興
産
業
に
勤
務
し
て
い

る
。
当
社
は
「
職
人
や
技

能
者
を
発
掘
し
育
成
す
る

企
業
」
だ
。

　
港
で
の
荷
物
の
積
み
下

ろ
し
職
人
の
手
配
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
当
社
は
、
近

隣
事
業
所
と
の
つ
な
が
り

を
生
か
し
な
が
ら
、
現
在

は
、
溶
接
士
も
企
業
に
派

遣
し
て
い
る
。
溶
接
士
不

足
に
嘆
く
企
業
の
多
さ
を

痛
感
し
て
お
り
、
「
溶
接

技
能
講
習
」
を
企
業
に
出

向
い
て
行
う
サ
ー
ビ
ス
も

開
始
し
た
。

　
凄
腕
の
溶
接
士
は
数
多

く
い
る
が
、
勤
務
す
る
企

業
の
案
件
に
か
か
り
き
り

に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が

多
く
、
満
足
に
技
能
伝
承

に
時
間
を
割
く
の
は
難
し

い
だ
ろ
う
。

　
私
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
溶
接
界
全
体
の
人
材

不
足
解
決
と
向
き
合
う
こ

と
で
、
私
を
育
て
て
く
れ

た
溶
接
界
に
恩
返
し
が
し

た
い
。
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